『八幡宇佐宮御託宣集』における「幽玄」の論理 ： 託宣と本地をめぐって by 村田, 真一
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
1
託
宣
と
本
地
を
め
ぐ
っ
て
ー
村
田
真
〔抄
録
〕
宇
佐
弥
勒
寺
の
僧
神
吽
が
編
述
し
た
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
は
、
中
世
八
幡
信
仰
を
知
る
上
で
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
は
、
一
般
的
に
は
釈
迦
・
阿
弥
陀
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
『託
宣
集
』
で
は
釈
迦
・
阿
弥
陀
の
両
者
と
も
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
神
吽
は
八
幡
大
菩
薩
を
「本
地
幽
玄
」
と
し
て
、
そ
の
本
地
が
不
可
知
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
言
説
は
、
八
幡
信
仰
だ
け
で
は
な
く
、
神
仏
習
合
思
想
の
中
で
も
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。
託
宣
に
よ
っ
て
意
思
を
表
明
す
る
八
幡
大
菩
薩
は
『託
宣
集
』
に
お
い
て
、
中
世
的
な
本
地
垂
迹
説
を
受
容
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
突
出
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
、
八
幡
大
菩
薩
、
託
宣
、
本
地
幽
玄
、
中
世
八
幡
信
仰
は
じ
め
に
　
ユ
　
小
論
は
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
(以
下
『託
宣
集
』
と
略
称
)
が
作
り
上
げ
て
い
る
中
世
八
幡
信
仰
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『託
宣
集
』
は
、
中
世
八
幡
信
仰
を
知
る
上
で
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
宇
佐
弥
勒
寺
の
僧
神
吽
が
編
述
し
た
書
で
あ
り
、
跋
文
に
は
正
和
二
年
(
=
二
=
二
年
)
八
月
に
記
し
終
え
た
と
あ
る
。
序
文
は
正
応
三
年
(
一
二
九
〇
年
)
に
書
か
れ
た
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
二
十
三
年
程
の
年
月
を
か
け
て
編
述
し
た
こ
と
に
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
な
る
。
跋
文
に
よ
る
と
、
元
暦
年
間
(
一
一
八
四
～
一
一
八
五
年
)
に
豊
後
国
の
武
士
惟
栄
、
惟
隆
等
が
宇
佐
宮
に
押
し
入
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
旧
記
が
紛
失
し
た
た
め
、
神
吽
が
集
め
記
す
、
と
あ
る
。
現
存
す
る
諸
本
の
多
く
は
十
六
巻
か
ら
な
り
、
八
幡
大
菩
薩
の
託
宣
に
よ
る
と
さ
れ
る
「我
名
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
王
菩
薩
」
の
十
六
字
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
「我
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
」
「名
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
」
「護
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
」
の
よ
う
に
一
字
ず
つ
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
巻
、
第
二
巻
は
後
の
追
補
で
あ
り
、
神
吽
が
編
述
し
た
本
来
の
四
九
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
(村
田
真
こ
形
は
、
現
在
伝
わ
る
と
こ
ろ
の
第
一
巻
、
第
二
巻
を
除
い
た
第
三
巻
以
降
の
十
四
(
2
)
巻
本
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
小
論
で
は
こ
の
説
に
従
い
、
『託
宣
集
』
を
十
四
巻
本
と
し
て
取
り
扱
う
。
ま
た
、
成
立
当
初
の
『託
宣
集
』
に
対
し
て
は
、
神
の
託
宣
を
集
め
記
し
た
神
聖
な
書
で
あ
り
、
書
写
が
憚
ら
れ
る
と
い
う
認
識
の
M
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
神
吽
が
著
し
た
『託
宣
集
』
の
読
解
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
重
要
な
見
解
で
あ
る
。
『託
宣
集
』
は
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
外
観
を
持
つ
。
記
述
の
傾
向
と
し
て
は
、
本
書
が
宇
佐
八
幡
に
つ
い
て
の
書
で
あ
り
、
託
宣
の
書
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
し
得
る
が
、
全
体
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
統
一
的
把
握
の
成
し
難
い
言
説
を
内
包
し
て
い
る
と
言
え
る
。
内
容
と
し
て
は
、
神
吽
が
収
集
し
た
古
記
録
か
ら
の
引
用
が
主
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
神
吽
の
注
釈
が
各
所
に
あ
る
。
古
記
録
の
収
載
と
い
う
性
格
を
持
つ
も
の
の
、
そ
の
意
義
は
古
代
を
復
元
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
中
世
の
八
幡
信
仰
を
形
作
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
宇
佐
八
幡
の
書
で
あ
る
『託
宣
集
』
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
比
較
対
象
と
し
て
有
力
な
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
。
同
時
代
の
石
清
水
入
幡
の
書
(
4
)
と
も
言
う
べ
き
『八
幡
愚
童
訓
』
で
あ
る
(以
下
『愚
童
訓
』
と
略
称
)
。
そ
こ
に
示
さ
れ
る
言
説
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
『託
宣
集
』
の
中
世
神
仏
習
合
思
想
上
の
位
置
が
よ
り
明
確
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
『託
宣
集
』
は
中
世
に
お
け
る
神
仏
へ
の
信
仰
を
あ
ら
わ
す
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
「護
三
巻
」
の
序
文
に
、
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
を
「幽
玄
」
と
す
る
、
『託
宣
集
』
に
特
徴
的
な
記
述
が
あ
る
。
五
〇
本
地
幽
玄
乗
時
而
仏
々
。
法
身
周
遍
即
事
霊
々
。
皈
仏
帰
神
。
赴
一
道
以
潔
祈
現
祈
当
。
歩
悉
地
以
賽
。
皆
是
見
詞
花
無
不
信
理
。
実
所
以
密
蔵
。
開
不
立
文
字
。
大
義
乖
奚
無
慈
愍
。
於
仏
位
兮
説
名
経
教
。
於
神
道
兮
説
称
託
宣
。
矧
乎
仏
則
有
形
而
教
。
神
則
無
相
而
宣
。
こ
れ
は
八
幡
大
菩
薩
の
神
と
仏
と
い
う
二
つ
の
位
相
を
示
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
「
本
地
幽
玄
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
本
地
が
幽
玄
で
あ
る
、
と
い
う
。
「本
地
幽
玄
」
と
は
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
の
か
。
ど
の
よ
う
な
認
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
本
地
を
め
ぐ
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
「本
地
幽
玄
」
の
論
理
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
中
世
八
幡
信
仰
に
お
け
る
『託
宣
集
』
の
突
出
的
な
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
一
、
顕
現
記
事
と
釈
迦
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
は
一
般
的
に
は
釈
迦
、
阿
弥
陀
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
『愚
童
訓
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
史
料
で
は
本
地
を
釈
迦
、
阿
弥
陀
、
ま
た
は
そ
(5
)
の
両
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
で
は
『託
宣
集
』
に
お
け
る
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
、
阿
弥
陀
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
序
文
に
は
「本
地
幽
玄
」
と
あ
っ
た
が
、
釈
迦
、
阿
弥
陀
は
八
幡
大
菩
薩
の
「本
地
」
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
、
阿
弥
陀
の
関
係
を
示
す
記
事
を
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
は
、
顕
現
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
釈
迦
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
(Q
)・
一
。
金
刺
宮
御
宇
二
十
九
年
戊
子
。
筑
紫
豊
前
国
宇
佐
郡
菱
形
池
辺
。
小
倉
山
之
麓
。
有
鍛
冶
之
翁
。
帯
奇
異
之
瑞
。
為
一
身
現
八
頭
。
人
聞
之
為
実
見
行
時
。
五
人
行
。
即
三
人
死
。
十
人
行
。
即
五
人
死
。
故
成
恐
怖
。
無
行
人
。
於
是
大
神
比
義
・
見
之
。
更
無
人
。
但
金
色
鷹
在
林
上
。
致
丹
祈
之
誠
。
問
根
本
云
。
誰
之
成
変
乎
。
君
之
所
為
歟
。
忽
化
金
色
鳩
。
飛
来
居
袂
上
。
爰
知
神
変
可
利
人
中
。
然
問
比
義
断
五
穀
。
経
三
年
之
後
。
同
天
皇
三
十
二
年
辛
卯
二
月
十
日
癸
卯
。
捧
幣
傾
首
申
。
若
於
為
神
者
。
可
顕
我
前
。
即
現
三
歳
少
児
於
竹
葉
上
宣
。
辛
国
乃
城
尓
始
天
天
降
八
流
之
幡
天
。
吾
者
日
本
神
土
成
[礼
利
。]
一
切
衆
生
左
毛
右
毛
任
心
[多
利
己
釈
迦
菩
薩
之
化
身
。
一
切
衆
生
遠
度
牟
土
念
天
神
道
止
現
也
。
我
者
是
礼
日
本
人
皇
第
十
六
代
誉
田
天
皇
広
幡
八
幡
麻
呂
也
。
我
名
[於
波
]
日
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
王
菩
薩
布
。
国
々
所
々
仁
垂
跡
於
神
道
留
者
。
(
6
)
こ
れ
は
「霊
巻
五
」
に
収
め
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
。
「鍛
冶
翁
」
「大
神
比
義
」
と
い
っ
た
八
幡
信
仰
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
る
人
物
が
登
場
し
て
お
り
、
先
学
の
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
き
た
記
事
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
ア
ラ
ブ
ル
も
の
と
し
て
現
れ
た
神
が
、
比
義
と
い
う
介
在
者
に
よ
っ
て
八
幡
大
菩
薩
と
し
て
示
現
す
る
過
程
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
小
論
に
お
い
て
注
目
す
る
の
は
傍
線
部
の
託
宣
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
託
宣
に
よ
っ
て
八
幡
大
菩
薩
は
、
最
初
の
顕
現
に
お
い
て
「釈
迦
菩
薩
の
化
身
」
で
あ
り
、
一
切
衆
生
を
救
う
衆
生
救
済
神
と
し
て
の
在
り
方
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
起
源
と
し
て
の
示
現
に
お
い
て
、
「釈
迦
菩
薩
の
化
身
」
で
あ
る
と
示
し
て
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
い
る
こ
と
は
、
八
幡
大
菩
薩
の
在
り
方
を
あ
る
程
度
決
定
付
け
て
い
る
と
見
て
よ
い
。こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
関
係
を
示
す
言
葉
が
「
本
地
」
「垂
迹
」
で
は
な
く
「化
身
」
で
あ
る
こ
と
、
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
の
関
係
が
衆
生
救
済
と
い
う
文
脈
で
結
び
付
く
こ
と
で
あ
る
。
「自
巻
十
二
」
に
あ
る
託
宣
記
事
に
も
(A
)
と
同
様
の
〈釈
迦
-
衆
生
救
済
〉
と
い
う
関
係
を
孕
む
八
幡
大
菩
薩
が
示
さ
れ
て
い
る
。
確
認
し
て
お
こ
う
。
(B
)・
一
。
醍
醐
天
皇
五
年
。
延
喜
二
年
壬
戌
四
月
二
日
。
託
宣
二
歳
許
少
児
宣
。
・
我
自
無
量
劫
利
以
来
。
教
化
難
度
衆
生
志
幾
。
未
度
衆
生
在
末
法
中
為
教
・
如
是
。
衆
生
尓
示
現
大
菩
薩
濆
。
我
是
大
自
在
王
菩
薩
也
。
非
大
明
神
濆
者
。
我
礼
釈
迦
乃
化
也
者
。
衆
生
救
済
の
た
め
に
示
現
す
る
八
幡
大
菩
薩
。
こ
れ
は
中
世
八
幡
信
仰
の
基
本
的
な
在
り
方
で
あ
る
。
中
世
神
仏
信
仰
、
こ
と
に
本
地
垂
迹
説
に
お
い
て
衆
生
救
済
は
根
本
的
な
性
質
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
に
疑
問
は
な
い
。
だ
が
、
数
多
く
あ
る
仏
の
中
か
ら
釈
迦
が
選
ば
れ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
仏
と
は
基
本
的
に
衆
生
を
救
済
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
文
脈
に
結
び
付
く
仏
が
釈
迦
で
な
け
れ
ば
(
7
)
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
末
法
克
服
の
思
想
に
基
づ
い
た
釈
迦
信
仰
に
よ
る
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
を
理
由
と
す
る
に
は
薄
弱
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『託
宣
集
』
に
は
、
八
幡
大
菩
薩
の
衆
生
救
済
と
い
う
要
素
に
結
び
付
け
ら
れ
る
仏
が
、
釈
迦
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
理
的
な
必
然
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
「王
巻
十
四
」
の
記
事
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
五
一
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
(村
田
真
こ
な
い
。
(B
)
で
は
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
を
結
び
付
け
る
語
が
「
化
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
つ
つ
、
次
の
考
察
に
移
ろ
う
。
「王
巻
十
四
」
に
見
ら
れ
る
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
の
関
係
を
示
す
記
事
は
、
冒
頭
に
「我
れ
日
本
に
顕
れ
始
し
本
縁
を
談
ら
む
」
と
あ
り
、
八
幡
大
菩
薩
が
自
ら
そ
の
起
源
を
語
ろ
う
と
い
う
託
宣
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
(A
)
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
構
造
的
に
は
同
様
で
あ
る
。
は
じ
め
ア
ラ
ブ
ル
も
の
と
し
て
現
れ
、
後
に
護
国
の
霊
威
を
示
し
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
神
と
し
て
現
れ
た
と
す
る
。
注
目
す
る
部
分
は
後
半
、
「筑
紫
九
国
」
を
治
め
て
い
た
「阿
知
根
王
」
を
討
ち
取
っ
た
と
す
る
箇
所
か
ら
で
あ
る
。
(U
)(前
略
)
従
尓
始
天
千
乃
兵
神
乎
発
天
国
主
[与
利
]
始
天
左
右
大
臣
乎
皆
悉
切
払
天
九
国
乎
打
取
津
。
余
時
尓
又
新
羅
乃
軍
発
留
。
其
時
又
我
千
乃
兵
神
乎
発
[志
天
。]
。
件
奴
等
乎
切
敦
[志
津
。]
従
其
始
天
小
倉
乃
山
尓
宮
造
天
。
我
[乎
波
]
日
本
乃
守
[土
波
]
成
[留
曾
。]
加
々
礼
波
我
一
切
衆
生
[乎
波
。凵
土
毛
加
久
毛
世
牟
尼
任
心
[奈
利
。]
然
而
我
波
釈
迦
乃
化
[奈
利
。]
衆
生
乎
度
[牟
土
]
念
天
神
通
尓
現
[世
留
奈
利
。]
因
之
慈
悲
乎
成
[頂
奈
利
。]
(後
略
)
ア
ラ
ブ
ル
神
と
し
て
「国
主
」
(
阿
知
根
王
)
以
下
の
者
を
切
り
殺
し
、
新
羅
の
軍
も
切
り
殺
し
た
と
述
べ
た
上
で
護
国
神
と
な
っ
た
と
し
て
お
り
、
護
国
の
霊
威
が
殺
戮
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
自
ら
を
釈
迦
の
「化
」
で
あ
り
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
神
と
し
て
現
れ
た
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
11I
事
で
も
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
の
関
係
が
「化
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
五
二
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
八
幡
大
菩
薩
の
二
面
性
で
あ
る
。
記
事
で
は
、
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
の
関
係
が
唐
突
に
示
さ
れ
て
い
る
。
述
べ
ら
れ
る
ま
ま
に
文
脈
を
辿
る
な
ら
、
そ
こ
に
は
殺
生
と
衆
生
救
済
と
い
う
矛
盾
す
る
要
素
が
脈
絡
無
く
続
け
ら
れ
て
い
る
。
護
国
の
霊
威
は
殺
戮
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「衆
生
を
度
む
」
と
い
う
の
は
仏
教
に
お
け
る
救
い
で
あ
り
、
仏
教
に
お
い
て
殺
生
は
言
う
ま
で
も
な
く
罪
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
く
手
掛
か
り
は
、
(C
)
直
後
に
示
さ
れ
る
「私
云
」
と
す
る
記
述
に
あ
る
。
「私
云
」
と
は
基
本
的
に
記
事
に
対
す
る
注
釈
で
あ
り
、
編
者
神
吽
の
意
識
が
あ
ら
わ
れ
る
重
要
な
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
聖
武
朝
神
亀
五
年
に
起
こ
っ
た
と
す
る
藤
原
広
嗣
の
乱
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
末
尾
に
は
「今
の
筑
紫
を
領
す
る
九
国
の
王
阿
知
根
王
は
、
今
の
広
継
か
。
彼
の
託
宣
と
此
の
広
継
は
時
代
同
じ
。
故
に
之
を
載
す
。
之
を
尋
ぬ
べ
し
」
と
あ
り
、
託
宣
中
に
も
確
か
に
「昔
神
亀
五
年
よ
り
始
て
」
と
の
文
言
が
あ
る
。
神
吽
は
阿
知
根
王
と
藤
原
広
嗣
と
を
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
位
置
付
け
は
、
(C
)
の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『託
宣
集
』
に
お
い
て
、
藤
原
広
嗣
の
乱
に
お
け
る
八
幡
大
菩
薩
の
護
国
神
と
し
て
の
在
り
方
は
隼
人
殺
戮
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
『託
宣
集
』
に
は
そ
の
罪
を
滅
す
る
た
め
に
放
生
会
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
記
事
が
散
見
す
る
が
、
同
時
に
、
隼
人
殺
害
の
罪
を
滅
す
る
た
め
に
出
家
し
修
行
を
行
う
と
す
る
記
事
も
存
在
す
る
。
『託
宣
集
』
に
お
い
て
、
八
幡
大
菩
薩
は
鎮
護
国
家
の
神
と
し
て
殺
生
の
罪
を
負
う
故
に
出
家
す
る
の
で
あ
る
。
二
、
殺
生
の
罪
と
出
家
中
世
八
幡
信
仰
に
お
い
て
、
八
幡
大
菩
薩
は
鎮
護
国
家
と
衆
生
救
済
の
要
素
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
護
国
神
と
大
菩
薩
と
い
う
八
幡
大
菩
薩
の
二
面
性
を
示
し
て
い
る
が
、
『託
宣
集
』
に
お
い
て
は
、
こ
こ
に
一
つ
の
矛
盾
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
仏
教
に
お
け
る
殺
生
の
罪
が
、
八
幡
大
菩
薩
の
神
威
に
対
す
る
障
害
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
記
事
が
「通
巻
十
」
「王
巻
十
四
」
「薩
巻
十
六
」
に
あ
る
。
・
光
仁
天
皇
宝
亀
九
年
[戊
午
。]
託
宣
。
我
礼
多
敦
隼
人
津
。
罪
障
如
山
岳
志
。
被
打
露
霜
幾
。
今
令
出
家
受
戒
弖
衆
罪
如
霜
露
志
。
又
成
等
正
覚
令
致
覚
岸
牟
者
。
(通
巻
十
)
光
仁
天
皇
九
年
。
宝
亀
九
年
。
[戊
午
。]
託
宣
。
・
我
礼
多
敦
隼
人
津
。
其
罪
障
如
山
岳
志
。
衆
罪
如
霜
露
志
。
成
沙
門
持
戒
弖
。
為
罪
障
懺
悔
仁
被
打
露
霜
[奈
利
]
者
。
(王
巻
十
四
)
一
。
同
天
皇
九
年
。
宝
亀
九
年
[
戊
午
。]
託
宣
。
・
我
礼
多
畋
隼
人
津
。
其
罪
障
如
山
岳
志
。
衆
罪
如
霜
露
志
。
成
沙
門
。
持
戒
弖
為
罪
障
懺
悔
仁
。
被
打
霜
露
[奈
利
]
者
。
(薩
巻
十
六
)
い
く
ら
か
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
同
じ
託
宣
の
記
事
で
あ
ろ
う
。
は
っ
き
り
と
、
隼
人
殺
害
が
罪
で
あ
り
、
八
幡
大
菩
薩
が
そ
の
罪
を
懺
悔
す
る
た
め
に
出
家
し
、
修
行
を
行
う
と
あ
る
。
そ
の
修
行
の
形
態
が
「露
霜
に
打
た
れ
」
と
い
う
山
林
修
行
の
形
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。
宇
佐
に
お
け
る
八
幡
大
菩
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
薩
の
仏
教
と
の
関
係
が
山
岳
修
験
的
要
素
と
共
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
記
事
(　
)
で
あ
る
。
『託
宣
集
』
に
お
い
て
、
八
幡
大
菩
薩
は
隼
人
殺
戮
を
罪
と
し
て
示
し
て
い
る
。
阿
知
根
王
以
下
九
国
や
新
羅
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
八
幡
大
菩
薩
の
言
葉
で
あ
る
託
宣
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
八
幡
大
菩
薩
の
罪
な
の
で
あ
る
。
衆
生
救
済
を
そ
の
本
分
と
し
な
が
ら
も
、
護
国
の
た
め
の
殺
戮
を
行
う
八
幡
大
菩
薩
。
こ
の
矛
盾
を
矛
盾
と
し
て
抱
え
な
が
ら
、
な
お
鎮
護
国
家
の
大
菩
薩
と
し
て
在
り
続
け
得
る
と
い
う
言
説
が
、
八
幡
大
菩
薩
の
出
家
に
つ
い
て
の
記
事
に
示
さ
れ
て
い
る
。
・
一
。
光
仁
天
皇
八
年
。
宝
亀
八
年
丁
巳
五
月
十
八
日
託
宣
。
・
以
明
日
辰
時
天
沙
門
土
成
。
可
受
三
皈
五
戒
志
。
自
今
以
後
波
禁
断
敦
生
・
弖
可
放
生
。
但
為
国
家
尓
有
巨
害
之
徒
出
来
[良
牟
]
時
者
。
不
可
有
此
限
漬
。
可
無
疑
念
志
。
古
仏
垂
迹
大
悲
菩
薩
乃
御
身
奈
利
。
仏
位
[仁
志
弖
]
説
給
[乎
波
]
経
教
土
奉
仰
利
。
以
神
道
弖
宣
[上
留
乎
波
。]
称
託
宣
濆
。
真
実
者
也
。
不
虚
妄
者
・
。
不
誑
語
者
也
。
任
御
誓
願
之
旨
。
天
皇
乎
奉
守
利
給
布
。
こ
れ
は
「通
巻
十
」
の
託
宣
記
事
で
あ
る
が
、
「王
巻
十
四
」
「薩
巻
十
六
」
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
。
先
に
見
た
「露
霜
に
打
た
れ
」
と
す
る
託
宣
は
、
こ
の
出
家
を
示
し
た
託
宣
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
、
記
述
の
文
脈
的
に
も
一
連
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
八
幡
大
菩
薩
の
出
家
に
つ
い
て
は
、
放
生
会
と
同
様
に
隼
人
殺
害
の
　
　
　
罪
が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
三
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
(村
田
真
こ
そ
し
て
こ
こ
に
、
護
国
の
霊
威
を
持
つ
仏
と
し
て
の
八
幡
大
菩
薩
を
支
え
る
論
理
が
示
さ
れ
て
い
る
。
八
幡
大
菩
薩
は
出
家
の
後
、
殺
生
を
禁
断
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
国
家
に
害
を
な
す
も
の
が
あ
る
時
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
直
後
に
は
「疑
念
無
か
る
べ
し
」
と
し
た
上
で
、
八
幡
大
菩
薩
の
託
宣
を
疑
う
べ
き
で
な
い
こ
と
が
念
入
り
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「仏
位
に
し
て
説
き
給
ふ
を
ば
経
教
」、
「神
道
を
以
て
宣
ひ
つ
る
を
ば
託
宣
」
と
す
る
の
は
、
託
宣
の
価
値
と
信
頼
性
の
高
さ
を
示
す
言
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
意
義
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
八
幡
大
菩
薩
の
託
宣
は
『託
宣
集
』
に
お
い
て
絶
対
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
内
容
が
矛
盾
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
疑
い
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
託
宣
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
誓
願
と
し
て
も
、
こ
の
論
理
は
あ
る
。
続
け
て
「
一
云
」
と
す
る
記
述
に
は
よ
り
明
確
に
、
護
国
神
と
し
て
の
殺
生
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
・
一
云
。
新
羅
乃
賊
徒
数
万
敦
給
尓
。
本
朝
能
押
隼
人
等
賊
敦
害
志
給
・
憲
波
。]
凡
為
朝
庭
[奈
利
。]
凶
悪
乃
徒
神
爵
志
給
弖
。
朝
廷
乎
奉
扶
守
利
給
布
事
。
皆
依
誓
願
流
。
種
々
誓
言
更
无
疑
念
志
。
こ
の
記
事
で
は
、
朝
廷
を
守
る
た
め
の
殺
害
は
誓
願
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『託
宣
集
』
に
お
け
る
八
幡
大
菩
薩
は
、
出
家
に
よ
っ
て
仏
教
的
世
界
観
を
よ
り
積
極
的
に
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
護
国
神
と
し
て
の
殺
生
を
も
可
能
と
し
て
い
る
。
衆
生
救
済
と
殺
生
肯
定
の
問
に
は
〈出
家
-
誓
願
〉
と
い
う
転
換
点
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
に
お
い
て
重
要
五
四
な
位
置
を
占
め
る
衆
生
救
済
と
鎮
護
国
家
と
い
う
要
素
の
間
は
、
八
幡
大
菩
薩
が
殺
生
の
罪
に
よ
っ
て
出
家
す
る
と
い
う
言
説
が
繋
い
で
い
る
。
そ
し
て
『託
宣
集
』
「
王
巻
十
四
」
に
は
、
八
幡
大
菩
薩
の
出
家
を
釈
迦
の
そ
れ
と
対
比
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
も
「
私
云
」
と
す
る
一
文
で
あ
り
、
編
述
者
の
意
識
が
読
み
取
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
私
云
。
大
菩
薩
御
発
心
御
修
行
御
出
家
御
正
覚
霊
山
寺
。
雖
表
釈
迦
如
来
出
世
一
代
之
儀
式
。
未
有
入
涅
槃
之
色
。
宝
亀
二
年
神
託
云
。
・
世
波
雖
替
毛
神
波
不
替
漬
。
云
々
。
三
世
常
住
如
来
也
。
又
釈
迦
入
滅
者
小
乗
之
意
。
凡
夫
之
前
也
。
大
乗
之
意
不
然
。
法
華
経
云
。
常
在
霊
鷲
山
及
余
所
住
処
。
記
述
は
、
本
尊
が
「釈
迦
如
来
の
三
尊
」
で
あ
り
、
「今
に
於
て
は
、
雲
堂
無
く
、
月
輪
無
し
。
礎
石
残
り
人
跡
絶
へ
る
の
み
」
と
す
る
霊
山
寺
の
記
事
に
対
す
る
注
記
で
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
が
霊
山
寺
に
お
い
て
、
釈
迦
と
同
様
に
正
覚
ま
で
の
過
程
を
経
た
こ
と
、
未
だ
現
世
を
去
っ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
入
幡
大
菩
薩
は
、
現
世
に
お
い
て
衆
生
を
救
済
す
る
仏
と
し
て
、
釈
迦
と
対
比
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(C
)
で
は
、
鎮
護
国
家
と
衆
生
救
済
と
い
う
要
素
が
短
絡
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
現
世
の
仏
と
し
て
釈
迦
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
出
家
、
そ
の
時
に
示
さ
れ
る
誓
願
と
い
う
言
説
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
『託
宣
集
』
で
は
、
八
幡
大
菩
薩
が
釈
迦
の
化
身
と
し
て
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
世
に
お
け
る
出
家
と
正
覚
と
い
う
、
衆
生
救
済
を
果
た
し
得
る
神
威
の
正
当
性
を
理
論
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
が
釈
迦
と
同
体
で
あ
る
こ
と
は
、
〈出
家
-
衆
生
救
済
〉
と
い
う
文
脈
に
結
び
付
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
罪
に
苦
し
む
姿
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
(
°
)
次
の
「薩
巻
十
六
」
の
記
事
は
、
入
幡
大
菩
薩
が
殺
生
の
罪
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
境
位
に
立
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(Q
)一。
朱
雀
天
皇
御
宇
。
治
+
六
年
。
元
年
。
天
慶
元
年
戊
戌
十
一
月
十
三
日
壬
寅
。
[午
時
]
託
大
分
宮
権
大
宮
司
藤
原
実
元
女
子
七
歳
宣
。
・
我
礼
為
持
日
本
国
尓
示
現
大
明
神
濆
。
本
体
波
是
礼
尺
迦
如
来
乃
変
身
自
在
王
菩
薩
是
也
。
名
法
躰
久
。
申
女
躰
者
我
母
阿
弥
陀
如
来
乃
変
身
也
。
申
俗
体
者
観
世
音
菩
薩
乃
変
身
我
加
弟
也
。
爰
母
大
多
羅
志
女
者
。
為
領
此
朝
志
給
志
時
。
従
新
羅
利
軍
発
来
頂
。
為
打
取
此
朝
志
時
。
大
帯
姫
託
子
天
生
礼
月
時
満
須
。
産
生
乃
期
近
久
成
天
。
御
腹
病
見
給
布
。
当
時
天
誓
天
言
久
。
我
子
々
孫
々
代
々
可
領
此
朝
者
。
過
経
七
日
之
後
。
生
礼
給
[江
土
弖
。]
取
白
石
天
指
御
裳
腰
天
宣
久
。
若
此
石
有
験
者
。
過
七
日
之
間
者
。
我
祈
神
[良
牟
土
]
云
畢
天
。
合
戦
志
給
尓
令
勝
女
給
竟
奴
。
各
尋
住
所
天
隠
礼
居
給
之
時
。
我
加
累
世
乃
舎
弟
穂
浪
山
天
勤
修
仏
法
天
祈
天
下
国
土
者
。
八
幡
大
菩
薩
を
釈
迦
の
「変
身
」
と
す
る
(D
)
に
は
衆
生
救
済
の
こ
と
は
全
く
な
い
。
(D
)
は
「筥
崎
宮
部
」
と
す
る
記
事
の
一
つ
だ
が
、
そ
の
全
体
に
目
を
向
け
て
も
、
鎮
護
国
家
の
神
格
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
「薩
巻
十
六
」
は
「異
国
降
伏
事
」
と
題
さ
れ
る
巻
な
の
で
、
こ
の
こ
と
自
体
に
不
審
は
な
い
。
問
題
は
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
あ
っ
て
、
八
幡
大
菩
薩
が
釈
迦
の
「変
身
」
と
さ
れ
る
意
義
で
あ
る
。
「尺
迦
如
来
の
変
身
」
と
い
う
記
述
と
結
び
付
く
べ
き
く出
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
家
-
衆
生
救
済
〉
と
い
う
文
脈
が
、
こ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
。
鎮
護
国
家
と
い
う
要
素
と
、
仏
教
の
起
源
的
存
在
で
あ
る
釈
迦
の
「変
身
」
と
し
て
あ
る
と
い
う
、
仏
教
的
世
界
観
に
お
け
る
一
つ
の
到
達
点
と
言
え
る
要
素
が
、
何
の
媒
介
も
な
し
に
結
び
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
(D
)
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
菩
薩
と
し
て
の
あ
る
意
味
で
の
完
成
で
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
は
、
釈
迦
の
「変
身
」
と
し
て
あ
る
こ
と
が
護
国
の
神
威
を
直
接
支
え
る
境
位
に
至
り
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
『託
宣
集
』
に
お
け
る
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
の
関
係
を
辿
っ
て
き
た
が
、
期
せ
ず
し
て
〈示
現
-
殺
戮
-
罪
-
出
家
-
正
覚
〉
と
い
う
八
幡
大
菩
薩
の
神
と
し
て
の
成
長
と
呼
び
得
る
も
の
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
古
代
か
ら
託
宣
を
下
し
続
け
た
八
幡
大
菩
薩
の
、
そ
の
託
宣
を
中
世
に
お
い
て
収
載
し
た
『託
宣
集
』
は
、
八
幡
大
菩
薩
の
中
世
に
お
け
る
歴
史
叙
述
1
神
の
成
長
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。宇
佐
の
書
で
あ
る
『託
宣
集
』
で
は
、
八
幡
大
菩
薩
の
根
本
的
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
〈鎮
護
国
家
i
殺
生
の
罪
-
出
家
-
衆
生
救
済
〉
と
い
う
文
脈
だ
が
、
石
清
水
に
お
け
る
『愚
童
訓
』
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
「放
生
会
事
」
と
す
る
段
に
は
、
隼
人
殺
害
の
罪
障
を
懺
悔
す
る
た
め
に
放
生
会
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
隼
人
殺
害
は
『愚
童
訓
』
に
お
い
て
も
罪
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
と
い
し
か
し
、
こ
こ
に
は
「抑
大
菩
薩
、
縦
無
量
の
殺
生
を
な
し
給
と
も
、
覚
位
の
い
ぎ
ょ
う
あ
き
ら
か
上
に
は
意
巧
善
故
生
多
功
徳
に
て
、
内
証
い
よ
ー
明
に
、
威
光
更
に
曇
べ
か
ら
タ
ク
ハ
へ
ず
」
と
し
た
上
で
、
放
生
会
は
「末
代
造
悪
の
我
等
に
放
生
の
福
業
を
蓄
へ
さ
せ
お
ぼ
し
め
す
ん
と
思
食
御
方
便
よ
り
出
た
り
」
と
す
る
記
述
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
殺
生
の
罪
五
五
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
(村
田
真
こ
は
八
幡
大
菩
薩
に
と
っ
て
罪
で
は
な
く
、
よ
っ
て
放
生
会
も
罪
障
懺
悔
の
た
め
で
は
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「受
戒
事
」
で
は
、
『託
宣
集
』
に
お
け
る
出
家
を
示
す
託
宣
記
事
と
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
『託
宣
集
』
に
は
あ
っ
た
殺
生
の
罪
を
懺
悔
す
る
た
め
と
い
う
文
脈
は
な
い
。
以
上
は
い
わ
ゆ
る
「乙
本
」
で
あ
る
が
、
「降
伏
事
」
と
す
る
「甲
本
」
に
は
、
八
幡
大
菩
薩
の
殺
生
を
罪
と
す
る
記
述
は
な
い
。
逆
に
「異
賊
朝
敵
毎
度
二
多
ク
亡
シ
給
事
、
殺
生
其
数
ヲ
不
・知
。
冥
慮
ノ
程
コ
ソ
難
・測
ケ
レ
」
と
し
た
上
で
、
ノ
ヲ
ク
ノ
ヲ
「外
ニ
ハ
奪
怨
家
敵
対
寿
命
・、
内
ニ
ハ
摧
煩
悩
菩
提
違
背
。
是
ヲ
調
伏
ト
云
。
き
ょ
う
あ
い
そ
う
や
く
調
伏
ナ
レ
バ
敬
愛
也
。
敬
愛
ナ
レ
バ
増
益
也
。
増
益
ナ
レ
バ
息
災
也
」
と
す
る
記
述
や
、
「大
菩
薩
降
伏
シ
給
フ
故
二
、
結
縁
ノ
始
ト
成
リ
得
脱
ノ
因
ヲ
貯
ル
ヲ
、
凡
夫
ノ
眼
ニ
ハ
殺
生
ト
見
也
」
、
さ
ら
に
「神
明
ハ
愚
人
ヲ
罰
ス
。
殺
サ
ン
ニ
ハ
非
ズ
」
と
し
て
、
八
幡
大
菩
薩
の
殺
生
は
方
便
と
し
て
の
救
い
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「異
国
降
伏
事
」
と
す
る
「薩
巻
十
六
」
に
も
罪
障
懺
悔
の
た
め
に
出
家
す
る
、
と
い
う
記
事
を
載
せ
、
罪
に
苦
し
む
姿
を
見
せ
て
い
る
『託
宣
集
』
と
は
、
全
く
異
な
る
在
り
方
を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
『託
宣
集
』
と
『愚
童
訓
』
の
差
異
が
殺
生
と
い
う
点
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
、
阿
弥
陀
本
地
説
を
め
ぐ
っ
て
周
知
の
よ
う
に
、
中
世
八
幡
信
仰
に
お
い
て
阿
弥
陀
本
地
説
は
広
く
流
布
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
『愚
童
訓
』
は
、
石
清
水
宮
に
お
け
る
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
に
関
す
る
言
説
の
結
集
と
言
え
る
。
五
六
『愚
童
訓
』
は
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
と
し
て
、
釈
迦
、
阿
弥
陀
の
二
仏
同
体
説
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
昔
宇
佐
宮
に
し
て
釈
迦
と
詫
宣
し
給
へ
る
」
「今
石
清
水
に
て
弥
陀
と
示
現
し
給
へ
る
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
。
釈
迦
説
を
「昔
」
「宇
佐
宮
」
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
、
「今
」
「石
清
水
」
に
阿
弥
陀
と
し
て
「示
現
」
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
宇
佐
宮
と
の
差
別
化
を
図
る
と
と
も
に
阿
弥
陀
説
を
重
視
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
る
の
は
、
浄
土
信
仰
の
隆
盛
に
対
　
　
　
応
す
る
八
幡
信
仰
の
展
開
が
石
清
水
宮
に
あ
っ
た
が
故
で
あ
る
。
こ
う
し
た
阿
弥
陀
本
地
説
は
大
江
匡
房
に
端
を
発
す
る
。
匡
房
は
本
地
垂
迹
説
の
展
開
と
い
う
面
で
画
期
を
な
す
入
物
で
あ
る
が
、
と
く
に
八
幡
信
仰
と
浄
土
信
(
12
)
仰
は
、
匡
房
に
と
っ
て
生
涯
の
信
仰
と
し
て
あ
っ
た
。
『愚
童
訓
』
は
そ
の
匡
房
の
言
説
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
し
て
あ
る
。
石
清
水
宮
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
は
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
で
あ
る
。
で
は
、
宇
佐
宮
の
『託
宣
集
』
に
お
い
て
は
、
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
論
で
は
、
釈
迦
が
八
幡
大
菩
薩
の
「本
地
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
既
に
確
認
し
た
が
、
こ
の
在
り
方
は
、
「本
地
」
を
「幽
玄
」
と
す
る
に
従
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な
ら
ば
、
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
の
関
係
の
場
合
に
は
ど
う
か
。
先
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
釈
迦
と
同
様
に
、
阿
弥
陀
に
つ
い
て
も
八
幡
大
菩
薩
の
「本
地
」
と
し
て
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
記
事
は
「大
巻
十
一
」
「
王
巻
十
四
」
「薩
巻
十
六
」
に
あ
る
。
順
に
確
認
し
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
は
「大
巻
十
一
」
の
記
事
で
あ
る
。
(E
)
一
。
文
徳
天
皇
五
年
。
斎
衡
二
年
乙
亥
二
月
十
五
日
。
豊
後
国
六
郷
山
者
。
昔
八
幡
薩
捶
為
人
聞
菩
薩
。
久
修
練
行
之
峯
也
。
中
比
有
聖
人
。
名
能
行
。
(中
略
)
現
耆
老
碩
徳
之
僧
。
而
告
言
。
(中
略
)
吾
波
是
礼
昔
乃
人
聞
菩
薩
弥
陀
如
来
也
者
。
如
此
勅
了
忽
然
不
見
。
爰
能
行
所
願
既
満
。
衆
望
亦
足
。
起
請
云
。
此
山
是
弥
陀
如
来
利
生
之
嶺
上
。
観
音
薩
捶
垂
迹
之
海
畔
也
矣
。
こ
れ
は
、
行
者
能
行
の
伝
記
で
あ
り
、
六
郷
山
の
巡
礼
次
第
の
縁
起
と
な
っ
て
(　
)
い
る
記
事
で
あ
る
。
六
郷
山
は
昔
八
幡
薩
捶
が
人
聞
菩
薩
と
し
て
修
行
し
た
峰
で
あ
る
。
能
行
と
い
う
行
者
が
六
郷
山
で
難
行
苦
行
を
し
て
い
た
。
久
し
く
修
行
を
し
て
も
い
ま
だ
人
聞
菩
薩
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
巡
礼
の
次
第
も
わ
か
ら
な
い
で
い
た
。
.あ
る
日
の
夜
、
石
室
の
上
に
老
僧
が
現
れ
た
。
老
僧
は
能
行
の
修
行
が
成
っ
た
た
め
に
来
た
こ
と
、
六
郷
山
巡
礼
次
第
の
こ
と
、
六
郷
山
で
は
殺
生
を
禁
断
す
る
こ
と
等
を
告
げ
、
最
後
に
自
分
は
昔
の
人
聞
菩
薩
で
あ
り
弥
陀
如
来
で
あ
る
と
告
げ
る
。
そ
し
て
老
僧
は
姿
を
消
し
た
。
能
行
の
願
は
満
ち
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
大
ま
か
な
要
約
で
あ
る
。
ま
ず
「昔
八
幡
薩
唾
人
聞
菩
薩
と
為
り
」
と
あ
り
、
碩
徳
の
老
僧
の
言
葉
に
は
「吾
は
是
れ
昔
の
人
聞
菩
薩
弥
陀
如
来
也
て
へ
り
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「八
幡
薩
唾
」
"
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
が
、
人
聞
菩
薩
を
介
し
て
同
体
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
「起
請
云
」
と
し
て
「此
の
山
は
是
弥
陀
如
来
利
生
之
嶺
上
」
と
あ
り
、
六
郷
山
を
阿
弥
陀
の
浄
土
と
し
て
い
る
。
八
幡
大
菩
薩
の
阿
弥
陀
同
体
説
に
お
け
る
現
世
の
救
い
の
在
り
方
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
内
容
を
考
え
れ
ば
本
地
垂
迹
的
で
は
あ
る
が
、
「本
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
地
」
の
用
語
は
な
い
。
続
い
て
「
王
巻
十
四
」
の
二
つ
の
記
事
を
取
り
上
げ
る
。
一
つ
は
「或
記
」
、
も
う
一
つ
は
「牒
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
「或
記
」
と
す
る
記
事
を
見
て
み
よ
う
。
(F
)
或
記
・
。
御
許
神
託
云
。
・
三
柱
乃
石
三
尊
乃
御
体
[奈
利
。]
九
本
乃
枌
九
品
浄
土
[奈
利
。]
不
知
・
乎
。
我
者
是
・
弥
陀
如
来
乃
変
身
。
山
波
又
極
楽
世
界
[奈
利
・。]
一
切
衆
生
乎
利
益
[世
牟
加
]
為
仁
。
護
国
霊
験
乃
神
道
[土
波
]
示
現
[須
留
]
也
者
。
こ
の
記
事
で
は
「我
」
は
「弥
陀
如
来
」
の
「変
身
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
託
宣
の
主
体
は
八
幡
大
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
の
関
係
が
「変
身
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
「山
は
又
極
楽
世
界
な
り
」
と
す
る
「山
」
は
、
御
許
山
で
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
は
「
変
身
」
と
し
て
同
体
で
あ
り
、
「
三
尊
の
御
体
」
で
あ
る
「
三
柱
の
石
」
が
あ
る
御
許
山
は
、
阿
弥
陀
の
極
楽
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
六
郷
山
と
御
許
山
と
い
う
場
所
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
(
E
)
と
同
様
に
、
山
を
浄
土
と
し
て
示
す
言
説
で
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
の
関
係
が
「変
身
」
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
次
は
「八
幡
御
許
山
進
牒
宇
佐
宮
」
と
す
る
記
事
の
冒
頭
、
「牒
」
の
注
記
部
分
で
あ
る
。
(　
)八
幡
御
許
山
進
牒
宇
佐
宮
。
欲
殊
任
厳
重
実
進
牒
宰
府
。
賜
在
庁
解
。
奏
聞
公
家
。
言
上五
七
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
(村
田
真
こ
関
東
。
被
尊
崇
当
山
石
体
大
菩
薩
。
去
十
月
二
日
御
正
体
阿
弥
陀
三
尊
令
顕
現
御
。
奇
異
不
可
思
議
子
細
事
。
こ
こ
に
は
、
御
許
山
の
「石
体
大
菩
薩
」
(
H
八
幡
大
菩
薩
)
が
「御
正
体
」
で
あ
る
阿
弥
陀
三
尊
を
顕
し
た
と
あ
る
。
御
正
体
と
は
神
の
根
源
的
な
姿
、
本
地
垂
迹
説
に
お
い
て
は
神
の
本
地
を
指
す
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
は
阿
弥
陀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
や
は
り
「本
地
」
の
用
語
は
な
い
。
次
は
、
「薩
巻
十
六
」
に
あ
る
「江
師
記
中
云
」
と
す
る
記
事
で
あ
る
。
(H
)
江
師
記
中
云
。
尋
其
内
験
。
昔
現
於
行
教
和
尚
衣
上
。
非
画
非
字
。
写
弥
陀
三
ケ
イ
セ
ツ
尊
之
像
。
然
則
本
朝
之
宗
廣
也
。
異
他
神
霊
。
後
世
之
依
怙
也
。
期
彼
迎
接
。
五
畿
七
道
何
国
何
土
不
奉
崇
此
神
宮
乎
。
不
啻
我
朝
。
徳
及
遐
方
。
高
麗
之
国
接
境
不
犯
。
若
有
異
以
瘴
煙
競
起
。
長
元
之
間
凶
兵
欲
来
侵
忽
異
心
之
。
有
地
震
。
所
造
之
舟
船
皆
以
破
壊
。
豈
非
掲
焉
・
験
乎
。
云
々
。
已
上
。
見
筥
崎
記
。
略
始
。
(
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)
こ
の
記
事
は
大
江
匡
房
の
『筥
崎
宮
記
』
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
要
点
と
し
て
は
「行
教
和
尚
」
の
衣
の
上
に
「
内
験
」
で
あ
る
「弥
陀
三
尊
之
像
」
が
写
っ
た
こ
と
、
他
の
神
と
異
な
り
後
世
の
頼
み
と
な
る
こ
と
、
護
国
の
霊
験
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「内
験
」
と
は
八
幡
大
菩
薩
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
匡
房
か
ら
受
け
継
が
れ
た
言
説
で
あ
り
、
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
を
阿
弥
陀
と
す
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
か
。
五
八
さ
て
、
こ
こ
ま
で
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
の
関
係
を
示
す
記
事
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
語
は
「変
身
」
「御
正
体
」
「内
験
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ど
の
記
述
で
も
「本
地
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「御
正
体
」
「内
験
」
は
本
地
を
示
す
語
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
取
り
上
げ
た
中
で
、
「御
正
体
」
「内
験
」
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
言
説
と
、
他
の
言
説
と
の
間
に
は
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
が
託
宣
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
『託
宣
集
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
託
宣
の
意
義
で
あ
る
。
『託
宣
集
』
に
お
い
て
託
宣
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
も
そ
も
、
託
宣
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
八
幡
大
菩
薩
の
託
宣
の
在
り
方
が
「大
巻
十
一
」
「文
徳
天
皇
八
年
」
の
託
宣
記
事
に
示
さ
れ
て
い
る
。
神
吾
加
社
乃
氏
人
等
。
及
末
代
天
人
心
不
信
仁
天
。
不
信
仏
神
[良
牟
]
時
者
。
必
ダ
チ
マ
チ
ニ
以
吾
教
言
弖
。
世
尓
披
露
志
天
可
令
教
信
志
。
諸
法
乍
皆
无
不
依
旧
言
志
。
玉
不
瑩
波
无
光
志
。
語
言
尓
不
云
波
人
不
識
濆
。
神
者
自
不
言
漬
。
人
代
天
謂
之
布
。
蒼
天
毛
又
无
口
談
志
弖
。
出
草
木
弖
顕
験
気
濆
者
。
よ
「神
は
自
ら
語
ら
ず
。
人
に
代
り
て
之
を
謂
ふ
」
と
す
る
。
こ
れ
は
『託
宣
集
』
の
根
底
に
あ
る
、
託
宣
に
対
す
る
重
要
な
態
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「大
巻
十
一
」
「男
山
和
光
由
事
」
に
付
さ
れ
た
記
述
で
は
、
神
吽
が
行
教
の
受
け
た
託
宣
の
真
偽
を
疑
っ
て
い
る
。
私
云
。
清
和
天
皇
元
年
。
貞
観
元
年
己
卯
四
月
。
大
安
寺
住
僧
行
教
大
法
師
。
参
宮
一
夏
九
旬
之
問
。
奉
増
法
楽
。
称
有
神
語
奏
聞
之
。
奉
崇
祝
神
道
於
男
山
。
此
神
語
誰
人
聞
耶
。
行
教
独
承
之
歟
。
当
宮
古
今
神
託
宣
等
者
。
国
司
。
神
官
。
神
人
。
氏
人
等
中
承
之
。
記
之
。
奏
聞
・
公
家
之
日
。
被
卜
占
真
偽
。
於
疑
託
者
墨
字
。
於
真
託
者
朱
字
也
。
大
法
師
独
承
之
条
。
頗
有
疑
者
歟
。
男
山
記
等
在
他
巻
。
こ
こ
に
は
『託
宣
集
』
の
編
述
者
神
吽
の
託
宣
観
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
託
宣
は
、
た
だ
独
り
に
だ
け
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
〈神
の
言
葉
〉
と
し
て
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
形
で
示
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
『託
宣
集
』
の
編
述
者
で
あ
る
神
吽
は
、
自
ら
も
託
宣
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
「自
巻
十
二
」
に
「亀
山
院
元
年
」
「
亀
山
院
三
年
」
の
記
事
と
し
て
示
(
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)
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
も
示
し
た
「
仏
位
」
で
は
「
経
教
」
、
「神
道
」
で
は
「託
宣
」
と
す
る
記
述
は
、
同
様
の
も
の
が
序
文
に
も
あ
り
、
『託
宣
集
』
に
お
け
る
託
宣
の
重
要
性
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
そ
の
託
宣
は
、
あ
く
ま
で
〈神
の
言
葉
〉
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
『託
宣
集
』
に
あ
っ
て
、
託
宣
と
し
て
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
は
、
十
二
分
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(G
)
と
(
H
)
に
示
さ
れ
る
「
御
正
体
」
「内
験
」
は
、
託
宣
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
故
に
、
『託
宣
集
』
に
お
け
る
言
説
と
し
て
は
、
一
段
低
い
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
本
地
と
解
し
得
る
用
語
は
あ
る
も
の
の
、
『託
宣
集
』
の
中
心
事
項
で
あ
る
託
宣
と
し
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
(E
)
の
老
僧
の
言
葉
は
託
宣
と
言
い
得
る
が
、
本
地
に
類
す
る
言
葉
は
な
か
っ
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
た
。
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
を
結
び
付
け
る
記
述
の
中
で
、
託
宣
と
し
て
あ
る
の
は
(F
)
の
「変
身
」
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『託
宣
集
』
に
お
け
る
八
幡
大
菩
薩
と
阿
弥
陀
の
関
係
は
「変
身
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
、
託
宣
神
と
「
本
地
幽
玄
」
の
論
理
『託
宣
集
』
に
お
け
る
八
幡
大
菩
薩
の
釈
迦
と
阿
弥
陀
と
の
関
係
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
関
係
が
、
「本
地
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
『託
宣
集
』
に
お
い
て
は
釈
迦
も
阿
弥
陀
も
、
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
地
垂
迹
説
は
久
し
く
、
発
展
段
階
論
的
な
神
仏
習
合
思
想
史
に
お
い
て
の
、
(
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)
神
の
仏
教
的
地
位
上
昇
過
程
の
最
終
段
階
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
神
仏
の
関
係
を
、
垂
迹
の
神
、
本
地
の
仏
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
と
言
え
る
。
し
か
し
近
年
、
中
世
に
お
け
る
本
地
垂
迹
説
は
、
仏
と
神
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
よ
り
は
、
彼
岸
の
存
在
と
此
岸
の
存
在
、
超
越
的
世
界
に
あ
っ
て
救
い
の
力
を
発
揮
す
る
存
在
と
、
現
実
的
世
界
に
あ
っ
て
救
い
の
力
へ
と
導
く
存
在
と
の
関
係
を
示
す
も
の
(
17
)
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
仏
と
神
の
関
係
と
い
う
視
点
に
縛
ら
れ
て
き
た
本
地
垂
迹
説
に
対
す
る
解
釈
を
相
対
化
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
『託
宣
集
』
は
そ
こ
か
ら
も
逸
脱
し
て
い
る
。
八
幡
大
菩
薩
は
あ
く
ま
で
現
世
の
仏
と
さ
れ
て
お
り
、
救
い
の
力
そ
の
も
の
と
し
て
あ
る
。
そ
し
て
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
に
関
す
る
言
説
と
し
て
、
「本
地
幽
玄
」
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「護
巻
三
」
の
序
文
に
示
さ
れ
て
い
る
「本
地
幽
玄
」
に
つ
い
て
、
「私
云
」
五
九
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
(村
田
真
こ
と
し
て
詳
細
に
述
べ
た
記
事
が
「験
巻
六
」
に
あ
る
。
こ
の
記
事
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
『託
宣
集
』
に
示
さ
れ
る
「本
地
幽
玄
」
が
如
何
な
る
境
位
で
あ
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
私
云
。
伊
勢
大
神
宮
。
宇
佐
八
幡
宮
。
以
本
迹
御
躰
之
幽
。
為
宗
膚
荘
厳
之
本
也
。
毛
詩
第
十
九
云
。
清
廟
謂
祭
文
王
也
。
席
之
言
貌
也
。
死
者
精
神
不
可
潯
見
。
但
以
生
時
之
居
立
宮
室
象
貌
之
耳
。
[已
上
。]
孝
経
云
。
宗
者
尊
也
。
麿
者
ト
貌
也
。
父
母
既
歿
シ
ヌ
ル
時
ハ
宅
兆
其
霊
。
於
之
祭
礼
。
謂
之
尊
貌
。
[已
上
。]
故
百
王
以
当
宮
為
宗
廟
。
八
幡
以
当
社
為
御
躰
也
。
・
又
神
託
云
。
・
我
躰
者
有
也
。
空
也
。
以
正
道
為
躰
。
[已
上
。]
有
者
垂
迹
示
現
令
奉
拝
之
廟
社
也
。
空
者
本
地
幽
玄
不
奉
見
之
神
躰
也
。
又
有
者
衆
生
利
益
之
応
体
。
十
界
暫
時
之
形
声
也
。
又
空
者
真
空
冥
寂
之
霊
神
。
虚
空
同
躰
之
妙
身
。
皆
是
正
道
也
。
(後
略
)
記
事
は
八
幡
大
菩
薩
が
「薦
」
を
「御
枕
」
と
し
た
伝
承
を
も
と
に
新
舎
を
造
う
の
は
や
り
、
そ
れ
を
「鵜
羽
屋
」
と
名
付
け
た
こ
と
の
補
足
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
八
幡
大
菩
薩
に
対
す
る
重
要
な
言
説
、
「本
地
幽
玄
」
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
「伊
勢
大
神
宮
、
宇
佐
八
幡
宮
は
、
本
迹
御
体
の
幽
な
る
を
以
て
、
宗
席
荘
厳
の
本
と
為
す
な
り
」
と
す
る
一
文
。
「本
迹
」
と
は
本
地
垂
迹
で
あ
り
、
そ
れ
が
「幽
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
奥
深
く
計
り
知
れ
な
い
か
ら
宗
廟
が
荘
厳
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「荘
厳
」
と
は
権
威
の
高
さ
、
霊
格
の
高
さ
六
〇
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
で
は
宗
廟
と
は
何
か
。
神
吽
は
こ
こ
で
『毛
詩
』
と
『孝
経
』
を
引
い
て
宗
廟
の
何
た
る
か
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「麿
の
言
は
貌
也
。
死
者
の
精
神
は
得
見
す
べ
か
ら
ず
。
但
生
時
の
居
を
以
て
宮
室
を
立
て
貌
を
象
る
の
み
」
「宗
は
尊
ぶ
な
り
。
席
は
貌
な
り
。
父
母
既
に
死
ぬ
る
時
は
其
の
霊
を
宅
兆
し
、
こ
れ
に
於
て
祭
礼
す
。
こ
れ
を
尊
貌
と
謂
ふ
」
と
あ
る
。
「廚
」
と
は
、
死
者
、
祖
霊
の
目
に
見
え
な
い
精
神
が
祭
ら
れ
る
場
所
で
あ
り
、
「宗
」
と
は
そ
れ
を
尊
ん
で
言
う
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
明
は
、
八
幡
宮
に
対
し
て
「国
家
の
宗
廟
」
と
い
う
意
識
の
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
も
と
も
と
は
大
江
匡
房
が
八
幡
大
菩
薩
を
応
神
天
皇
霊
(
　
)
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
こ
と
に
始
ま
る
「宗
廟
」
の
用
語
が
、
『託
宣
集
』
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『託
宣
集
』
が
そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
引
用
文
に
続
く
「故
に
百
王
は
当
宮
を
以
て
宗
廟
と
為
す
。
八
幡
は
当
社
を
以
て
御
躰
と
為
す
な
り
」
と
す
る
記
述
に
は
、
宗
廟
を
基
点
と
す
る
八
幡
大
菩
薩
の
二
つ
の
在
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
に
は
「当
宮
」
が
「百
王
」
の
宗
廟
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
八
幡
大
菩
薩
が
「当
社
」
を
そ
の
「躰
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「当
宮
」
「当
社
」
は
宇
佐
宮
を
示
す
の
で
あ
る
か
ら
、
宗
廟
と
し
て
の
宇
佐
(
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宮
は
「百
王
」
1
天
皇
家
の
祖
霊
を
祀
る
形
あ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
目
に
見
え
ぬ
八
幡
大
菩
薩
の
現
世
に
お
け
る
「躰
」
で
も
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
は
目
に
見
え
ぬ
天
皇
家
の
祖
霊
H
応
神
天
皇
霊
で
あ
り
、
宇
佐
宮
と
い
う
場
所
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
、
そ
の
奥
に
は
目
に
見
え
ぬ
幽
か
な
る
も
の
と
し
て
の
八
幡
大
菩
薩
の
本
質
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
大
意
と
し
て
は
、
「伊
勢
大
神
」
と
「宇
佐
八
幡
」
は
そ
の
本
地
が
計
り
知
れ
な
い
が
故
に
、
高
い
霊
格
を
持
つ
の
だ
と
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
記
述
は
続
き
、
「
又
神
託
云
」
と
す
る
託
宣
の
後
に
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
「本
地
幽
玄
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「我
が
躰
は
有
な
り
。
空
な
り
。
正
道
を
以
て
躰
と
為
す
」
と
の
託
宣
に
対
す
る
神
吽
の
解
説
を
読
み
解
こ
う
。
八
幡
大
菩
薩
が
「躰
」
を
「有
」
と
す
る
に
つ
い
て
は
、
「
有
は
垂
迹
示
現
し
て
拝
み
奉
ら
し
む
る
の
廟
社
な
り
」
「又
有
は
衆
生
利
益
の
応
体
、
十
界
暫
時
の
形
声
な
り
」
と
あ
る
。
「有
」
と
は
「垂
迹
示
現
」
し
た
「廟
社
」
1
八
幡
大
菩
薩
で
あ
り
、
衆
生
を
利
益
す
る
た
め
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
世
神
仏
信
仰
に
一
般
的
な
和
光
同
塵
の
垂
迹
説
と
し
て
理
解
で
き
る
。
だ
が
一
方
の
「空
」
に
関
し
て
は
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
逸
脱
す
る
言
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
八
幡
大
菩
薩
が
「躰
」
と
す
る
「空
」
に
つ
い
て
「空
は
本
地
幽
玄
見
奉
ら
ざ
る
の
神
躰
な
り
」
「
又
空
は
真
空
冥
寂
の
霊
神
、
虚
空
同
躰
の
妙
身
」
と
い
う
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
「空
」
と
は
「本
地
幽
玄
」
の
目
に
見
え
な
い
神
の
体
で
あ
り
、
ま
た
、
「真
空
冥
寂
」
「虚
空
同
躰
」
の
霊
妙
な
神
の
身
体
を
指
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
が
何
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
は
、
垂
迹
で
あ
る
「有
」
と
の
対
応
関
係
か
ら
考
え
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「真
空
冥
寂
」
「虚
空
同
体
」
は
「幽
玄
」
な
る
「本
地
」
と
し
て
の
「神
躰
」
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
記
述
は
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
が
「幽
玄
」
と
し
て
不
可
知
で
あ
る
と
す
る
言
説
な
の
で
あ
る
。
中
世
本
地
垂
迹
説
で
は
、
一
般
的
に
彼
岸
と
此
岸
の
区
別
、
救
い
そ
の
も
の
と
救
い
へ
と
導
く
存
在
と
の
違
い
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
八
幡
信
仰
に
お
い
て
も
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
『愚
童
訓
』
な
ど
で
は
、
彼
岸
の
釈
迦
と
阿
弥
陀
、
此
岸
の
八
幡
大
菩
薩
と
い
う
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
『託
宣
集
』
に
見
ら
れ
る
本
地
垂
迹
説
は
、
こ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
八
幡
大
菩
薩
と
釈
迦
、
阿
弥
陀
と
の
関
係
で
は
徹
底
的
に
「本
地
垂
迹
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
八
幡
大
菩
薩
に
対
し
て
本
地
の
語
を
用
い
る
の
は
そ
れ
を
「幽
玄
」
と
す
る
場
合
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
。
八
幡
大
菩
薩
は
現
世
に
あ
っ
て
救
い
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
釈
迦
、
阿
弥
陀
と
同
体
で
あ
り
、
此
岸
と
彼
岸
と
の
区
別
を
超
越
し
た
不
可
知
の
領
域
が
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
本
地
と
は
神
の
根
源
で
あ
り
、
八
幡
大
菩
薩
は
そ
の
本
地
が
「幽
玄
」
で
あ
り
不
可
知
で
あ
る
。
こ
の
言
説
が
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
八
幡
大
菩
薩
は
本
地
垂
迹
説
と
い
う
中
世
神
仏
習
合
思
想
に
お
け
る
世
界
観
を
、
は
っ
き
り
と
乗
り
越
え
て
(
20
)
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
本
地
を
確
定
せ
ず
に
「幽
玄
」
と
す
る
論
理
は
、
ど
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
八
幡
大
菩
薩
が
託
宣
神
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
地
を
探
る
行
為
と
は
、
神
の
根
源
を
問
う
行
為
で
あ
る
。
神
仏
習
合
思
想
に
お
い
て
も
八
幡
信
仰
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
に
あ
る
大
江
匡
房
は
、
ま
さ
に
本
地
を
探
求
し
確
定
す
る
態
度
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
匡
房
の
『本
朝
神
仙
伝
』
(
21
)
泰
澄
の
記
事
に
は
「ま
た
諸
の
神
社
に
向
ひ
て
、
そ
の
本
覚
を
問
へ
り
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
神
の
本
地
1
根
源
を
こ
ち
ら
か
ら
問
い
、
そ
れ
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
。
『愚
童
訓
』
で
は
本
地
に
つ
い
て
釈
迦
説
と
阿
弥
陀
説
と
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
「抑
釈
迦
弥
陀
の
両
説
不
同
、
い
か
f
わ
き
ま
ふ
べ
き
」
と
六
一
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
(村
田
真
こ
問
い
を
立
て
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
本
地
を
確
定
し
た
仏
と
し
て
求
め
る
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
、
「法
華
の
本
迹
二
門
を
も
て
二
仏
同
躰
、
吾
神
の
本
地
と
心
得
べ
し
」
と
い
う
二
仏
同
体
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
地
に
対
し
て
問
い
を
発
し
、
そ
の
根
源
を
確
定
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
中
世
に
一
般
的
な
本
地
垂
迹
説
の
枠
か
ら
出
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
『託
宣
集
』
は
そ
う
で
は
な
い
。
『託
宣
集
』
は
、
ま
ず
託
宣
そ
の
も
の
に
つ
い
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
八
幡
大
菩
薩
は
古
代
か
ら
託
宣
を
も
っ
て
意
志
を
表
明
す
る
神
と
し
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
逆
に
、
託
宣
に
こ
そ
八
幡
大
菩
薩
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
託
宣
と
は
、
と
ら
え
返
せ
ば
入
幡
大
菩
薩
そ
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
入
幡
大
菩
薩
の
託
宣
を
集
め
記
す
『託
宣
集
』
に
お
い
て
、
託
宣
は
経
典
の
言
葉
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
託
宣
に
異
義
を
唱
え
疑
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
八
幡
大
菩
薩
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
を
疑
う
こ
と
に
な
る
。
今
回
見
て
き
た
記
述
に
つ
い
て
も
、
多
く
は
ま
ず
託
宣
が
示
さ
れ
、
次
い
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
解
説
、
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
本
地
を
問
う
と
い
う
こ
と
は
、
神
の
あ
ら
わ
れ
の
奥
に
あ
る
根
源
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
託
宣
は
疑
う
べ
か
ら
ず
、
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
る
『託
宣
集
』
で
は
、
本
地
へ
の
問
い
は
「
禁
じ
ら
れ
た
問
い
」
と
し
て
し
か
機
能
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
八
幡
大
菩
薩
が
託
宣
の
神
と
し
て
あ
る
か
ら
に
は
、
託
宣
以
外
に
そ
の
在
り
様
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
、
下
さ
れ
た
託
宣
の
中
に
し
か
八
幡
大
菩
薩
は
在
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
態
度
に
こ
そ
、
「
本
地
幽
玄
」
の
論
理
は
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
基
層
で
あ
っ
て
起
点
で
は
な
い
。
神
吽
は
「本
地
幽
玄
」
を
説
く
に
あ
た
っ
て
宗
廟
の
語
を
用
い
、
宗
廟
が
目
に
見
え
る
世
界
と
目
に
見
え
な
六
二
い
世
界
を
繋
ぐ
機
能
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
目
に
見
え
な
い
世
界
、
す
な
わ
ち
不
可
知
の
境
位
で
あ
る
「幽
玄
」
を
入
幡
大
菩
薩
の
本
地
と
す
る
の
に
、
こ
の
宗
廟
の
観
念
が
重
要
な
起
点
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
大
江
匡
房
に
始
ま
る
言
説
で
あ
り
、
神
吽
は
匡
房
の
宗
廟
説
を
受
け
て
さ
ら
に
高
次
の
も
の
へ
進
ん
だ
と
言
え
よ
う
。
中
世
神
仏
習
合
思
想
に
お
い
て
突
出
的
な
位
置
に
あ
る
本
地
幽
玄
説
で
あ
る
(
2
)
が
、
実
は
こ
れ
は
『宇
佐
大
神
宮
縁
起
』
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「験
巻
六
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
『宇
佐
大
神
宮
縁
起
』
は
『託
宣
集
』
と
(
23
)
同
じ
く
神
吽
の
著
で
あ
り
、
か
つ
成
立
を
『託
宣
集
』
以
前
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
地
幽
玄
説
は
、
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『託
宣
集
』
の
突
出
と
し
て
よ
り
も
編
述
者
神
吽
の
突
出
と
し
て
と
ら
え
た
方
が
、
よ
り
そ
の
意
義
を
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
神
吽
は
二
十
数
年
を
費
や
し
て
『託
宣
集
』
を
編
述
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
神
学
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
練
り
込
ま
れ
て
い
る
。
神
吽
は
宗
教
実
践
者
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
先
学
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
八
幡
大
菩
薩
の
成
長
、
不
可
知
の
境
位
へ
の
到
達
を
示
す
『託
宣
集
』
は
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
八
幡
大
菩
薩
を
感
得
し
た
神
吽
の
、
宗
教
者
と
し
て
の
成
長
の
過
程
を
示
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
地
幽
玄
説
に
は
「本
地
幽
玄
」
の
用
語
に
付
随
し
て
「真
空
冥
寂
の
霊
神
」
「虚
空
同
躰
の
妙
身
」
と
す
る
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
近
年
の
(
24
)
中
世
神
話
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
禅
と
の
関
係
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
伊
勢
の
地
で
展
開
し
た
中
世
神
学
と
呼
び
得
る
知
の
展
開
と
、
宇
佐
に
お
け
る
『託
宣
集
』
の
神
学
と
が
、
揆
を
一
に
す
る
よ
う
な
思
考
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
宗
教
者
神
吽
の
本
地
幽
玄
説
は
、
中
世
神
学
的
な
思
考
の
流
れ
に
連
な
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
〔
注
〕
(
1
)
『託
宣
集
』
の
引
用
は
、
重
松
明
久
校
注
訓
訳
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
(現
代
思
潮
社
、
一
九
八
六
年
)
に
よ
っ
た
。
[]
内
の
小
字
は
割
注
を
示
す
。
本
文
中
「
」
内
の
引
用
は
私
に
書
き
下
し
た
。
『託
宣
集
』
に
触
れ
て
い
る
論
考
で
注
目
す
べ
き
も
の
に
は
、
薗
田
香
融
「
託
宣
集
の
成
立
-
思
想
史
的
試
論
-
」
(
『佛
教
史
學
』
一
一
-
三
・
四
、
一
九
六
四
年
七
月
)
、
逵
日
出
典
「
八
幡
神
顕
現
伝
承
考
1
そ
の
伝
統
と
変
遷
を
中
心
に
ー
」
(
『神
道
史
研
究
』
四
三
-
四
、
一
九
九
五
年
、
同
『八
幡
宮
寺
成
立
史
の
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
三
年
)
な
ど
が
あ
る
。
(
2
)
重
松
明
久
前
掲
書
解
題
(前
注
1
参
照
)
。
新
間
水
緒
「
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
に
つ
い
て
-
原
託
宣
集
と
現
託
宣
集
1
」
(
『文
芸
論
叢
』
三
二
、
一
九
八
九
年
、
三
月
)
。
(
3
)
新
間
水
緒
「
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
の
裏
書
に
つ
い
て
1
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
紹
介
を
か
ね
て
ー
」
(
『大
谷
学
報
』
六
八
-
四
、
一
九
八
九
年
、
二
月
)
。
(
4
)
『愚
童
訓
』
の
引
用
は
、
『
八
幡
愚
童
訓
』
(桜
井
徳
太
郎
、
萩
原
龍
夫
、
宮
田
登
校
注
『寺
社
縁
起
』
〈
日
本
思
想
大
系
〉
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
)
に
よ
っ
た
。
(
5
)
主
な
も
の
と
し
て
は
『大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
』
(「
宮
寺
縁
事
抄
」
『
石
清
水
文
書
』
之
五
)
、
『
筥
崎
宮
記
』
(吉
原
浩
人
「
『筥
崎
宮
記
』
考
・
附
譯
註
」
『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
七
号
、
一
九
九
〇
年
)
、
『続
本
朝
往
生
伝
』
「真
縁
上
人
伝
」
(井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
校
注
『往
生
伝
法
華
験
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
)
、
『
八
幡
愚
童
訓
』
(前
注
4
参
照
)
、
『東
大
寺
八
幡
験
記
』
(
『
続
群
書
類
従
』
第
三
輯
上
)
、
な
ど
が
あ
る
。
(
6
)
同
様
の
記
事
が
「護
巻
三
」
に
あ
る
が
、
本
記
事
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
省
い
た
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(
二
〇
〇
五
年
三
月
)
(
7
)
末
法
克
服
の
釈
迦
信
仰
に
つ
い
て
は
、
石
田
瑞
麿
「
戒
律
復
興
と
貞
慶
・
高
弁
」
(同
『
日
本
仏
教
思
想
研
究
二
』
法
蔵
館
、
一
九
七
六
年
)
。
三
崎
良
周
「
鎌
倉
期
の
南
都
仏
教
に
お
け
る
穢
土
思
想
と
春
日
明
神
」
(同
『密
教
と
神
祇
思
想
』
創
文
社
、
一
九
九
二
年
)
、
末
木
文
美
士
「明
恵
の
釈
迦
信
仰
」
(同
『鎌
倉
仏
教
形
成
論
ー
思
想
史
の
立
場
か
ら
ー
』
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
)
他
参
照
。
(8
)
桜
井
好
朗
「
八
幡
縁
起
の
展
開
1
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
を
読
む
ー
」
(『思
想
』
六
五
三
、
一
九
七
八
年
=
月
。
同
『中
世
日
本
文
化
の
形
成
-
神
話
と
歴
史
叙
述
1
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
。
中
野
幡
能
編
『
八
幡
信
仰
』
〈
民
衆
宗
教
史
叢
書
〉
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
、
再
録
)
、
「宇
佐
放
生
会
に
つ
い
て
ー
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
再
読
1
」
(
『年
報
中
世
史
研
究
』
四
、
一
九
七
九
年
五
月
。
同
『中
世
日
本
文
化
の
形
成
-
神
話
と
歴
史
叙
述
-
』
同
前
)
。
(9
)
桜
井
好
朗
「
八
幡
縁
起
の
展
開
1
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
を
読
む
ー
」
(前
注
8
参
照
)
、
「
宇
佐
放
生
会
に
つ
い
て
ー
『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
再
読
1
」
(前
注
8
参
照
)
。
八
幡
大
菩
薩
が
出
家
す
る
に
あ
た
り
法
連
和
尚
を
師
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
法
連
は
彦
山
修
験
の
開
祖
と
も
伝
え
ら
れ
る
行
者
で
「
如
意
宝
珠
」
を
巡
っ
て
八
幡
大
菩
薩
と
験
比
べ
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
隼
人
征
討
時
に
は
、
法
蓮
以
下
、
修
験
者
と
思
わ
れ
る
同
行
が
付
き
従
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
『託
宣
集
』
に
お
け
る
八
幡
大
菩
薩
は
彦
山
修
験
と
の
関
係
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
。
(10
)
同
様
の
記
事
が
「
国
巻
四
」
に
あ
る
が
、
本
記
事
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
省
い
た
。
(
1
)
新
城
敏
男
「
申
世
八
幡
信
仰
の
一
考
察
」
(
『
日
本
歴
史
』
三
二
一
、
一
九
七
五
年
、
二
月
)
、
「
中
世
石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
浄
土
信
仰
-
本
地
阿
弥
陀
説
を
中
心
に
ー
」
(
『日
本
宗
教
史
研
究
年
報
』
二
、
一
九
七
九
年
)
。
(
12
)
大
江
匡
房
の
八
幡
信
仰
と
浄
土
信
仰
に
つ
い
て
は
、
吉
原
浩
人
氏
の
一
連
の
研
究
に
IpI
し
い
。
吉
原
浩
人
「
『石
清
水
不
断
念
仏
縁
起
』
考
・
附
訳
註
-
延
久
二
年
の
後
三
条
天
皇
・
大
江
匡
房
と
八
幡
信
仰
1
」
(和
漢
比
較
文
学
会
『中
古
文
学
と
漢
文
六
三
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
お
け
る
「幽
玄
」
の
論
理
(村
田
真
こ
学
』
H
〈
和
漢
比
較
文
学
叢
書
〉
四
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
)
、
「
大
江
匡
房
と
八
幡
信
仰
」
(
『早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
九
、
一
九
八
二
年
)
、
「
『筥
崎
宮
記
』
考
・
附
訳
注
」
(前
注
5
参
照
)
、
「
『続
本
朝
往
生
伝
』
の
論
理
-
真
縁
上
人
伝
を
中
心
に
ー
」
(
『国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
五
五
、
一
九
九
〇
年
八
月
)
、
「
八
幡
神
に
対
す
る
「宗
廟
」
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
1
大
江
匡
房
の
活
動
を
中
心
に
ー
」
(
『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
一
〇
、
一
九
九
三
年
六
月
)
、
「
神
仏
習
合
思
想
史
上
の
大
江
匡
房
ー
『江
都
督
納
言
願
文
集
』
『本
朝
神
仙
伝
』
な
ど
に
み
る
本
地
の
探
求
と
顕
彰
1
」
(和
漢
比
較
文
学
会
『説
話
文
学
と
漢
文
学
』
〈和
漢
比
較
文
学
叢
書
〉
一
四
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
)
。
(13
)
「護
巻
三
」
に
は
、
人
聞
菩
薩
と
法
蓮
等
の
行
者
が
「
焼
身
峰
」
に
つ
い
て
の
記
事
に
登
場
し
て
お
り
、
人
聞
菩
薩
と
法
蓮
、
六
郷
山
修
験
と
彦
山
修
験
の
関
係
も
注
目
さ
れ
る
。
(14
)
吉
原
浩
人
「
『
筥
崎
宮
記
』
考
・
附
訳
注
」
(前
注
5
参
照
)
。
(15
)
神
吽
が
宗
教
者
と
し
て
あ
り
『託
宣
集
』
は
宗
教
実
践
の
書
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
、
吉
田
修
作
「
宗
教
実
践
の
書
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
」
(古
代
文
学
会
編
『祭
儀
と
言
説
-
生
成
の
〈現
場
〉
へ
』
森
話
社
、
一
九
九
九
年
)
に
あ
る
。
宗
教
実
践
と
し
て
の
神
と
の
相
互
応
答
が
託
宣
で
あ
り
、
『託
宣
集
』
は
そ
の
託
宣
の
意
義
に
こ
そ
従
っ
た
書
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
(16
)
辻
善
之
助
「
本
地
垂
迹
説
の
起
源
に
つ
い
て
」
(
『史
学
雑
誌
』
一
九
〇
七
年
)
。
(
17
)
佐
藤
弘
夫
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
貌
ー
中
世
神
仏
交
渉
史
の
視
座
i
』
(法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
)
。
(
18
)
吉
原
浩
人
「
八
幡
神
に
対
す
る
「
宗
廟
」
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
-
大
江
匡
房
の
活
動
を
中
心
に
ー
」
(前
注
12
参
照
)
。
(
19
)
「百
王
」
と
は
天
皇
家
を
大
陸
風
に
言
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
『託
宣
集
』
の
記
述
文
脈
的
に
も
こ
れ
は
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
「
験
巻
六
」
の
「聖
武
天
皇
二
十
五
年
」
託
宣
記
事
に
は
、
「
古
へ
吾
れ
は
震
旦
国
の
霊
神
、
今
は
日
域
鎮
守
の
大
神
な
六
四
り
。
吾
は
昔
は
第
十
六
代
の
帝
王
、
今
は
百
王
守
護
の
誓
神
な
り
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
「第
十
六
代
の
帝
王
」
応
神
天
皇
霊
で
あ
り
「
日
域
鎮
守
の
大
神
」
が
守
護
す
る
「
百
王
」
と
は
、
天
皇
家
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
(20
)
永
承
元
年
(
一
〇
四
六
)
の
源
頼
信
の
告
案
文
(
『平
安
遺
文
』
)
に
は
、
大
菩
薩
者
、
本
朝
大
日
本
国
人
帝
第
十
六
代
之
武
皇
矣
、
本
覚
幽
玄
、
匝
訐
尊
位
、
若
三
覚
如
来
歟
、
亦
十
地
薩
錘
歟
、
利
生
之
道
垂
跡
、
慈
悲
之
門
現
身
、
彼
釈
尊
応
化
歟
、
是
観
音
之
分
身
歟
と
す
る
記
事
が
あ
る
。
こ
こ
に
「本
地
幽
玄
」
と
同
様
に
も
解
せ
る
「
本
覚
幽
玄
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
こ
に
は
「
幽
玄
」
と
い
う
語
を
め
ぐ
る
知
の
系
譜
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
記
事
に
お
け
る
「幽
玄
」
は
、
文
脈
を
た
ど
る
限
り
で
は
、
計
り
知
れ
な
い
、
と
い
う
意
味
を
あ
ら
わ
す
の
み
で
あ
る
。
(
21
)
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
校
注
『往
生
伝
法
華
験
記
』
(前
注
5
参
照
)
。
(
2
)
重
松
明
久
前
掲
書
(前
注
1
参
照
)
。
(
23
)
重
松
明
久
前
掲
書
解
題
(前
注
1
参
照
)
。
(
24
)
小
川
豊
生
「
中
世
神
学
の
メ
チ
エ
ー
『天
地
霊
覚
秘
書
』
を
読
む
」
(錦
仁
、
小
川
豊
生
、
伊
藤
聡
編
『偽
書
の
生
成
ー
中
世
的
思
考
と
表
現
』
森
話
社
、
二
〇
〇
三
年
)
。
(
む
ら
た
し
ん
い
ち
佛
教
大
学
研
究
員
)
(指
導
"
斎
藤
英
喜
教
授
)
二
〇
〇
四
年
十
月
十
五
日
受
理
